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研究成果の概要（和文）：Hopkinsの提唱した彩色分割予想についてRavenelのスペクトラムT(m)をJohnson-Wilsonのホ
モロジー群E(n)_*を考察することからその予想の解決の糸口を見つけようと考察を続けた。成果として、T(m)のE(n)局
所化のホモトピー群に収束するAdams-Novikoのスペクトル系列に関する結果をはじめとして、E(n)局所化した球面のホ
モトピー群に関連した結果や彩色分割予想が考えられる安定ホモトピー圏に同伴するBousfield束の構造決定などがあ
る。

研究成果の概要（英文）：We tried to find a clue for the Hopkins' chromatic splitting conjecture by conside
ring the Johnson-Wilson homology E(n)_* of Ravenel spectrum T(m).
Our achievement is a result on the Adams-Novikov spectral sequence converging to the homotopy groups of th
e E(n)-localized T(m) as well as a result on the homotopy groups of the E(n)-localized sphere, and the det
ermination of the Bousfield lattice associated with the stable homotopy category where the chromatic split
ting conjecture is.
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１．研究開始当初の背景 
安定ホモトピー論は米国の M. Mahowald, 
D. Ravenel, H. Miller, M. Hopkins をはじ
めとした著名な研究者たちにより、米国、英
国を中心に研究されている。その研究手法の
一つが彩色理論に基づくものである。研究代
表者の E(2)-局所化された球面スペクトラム
のホモトピー群の研究結果に基づいて M. 
Hopkins により立てられた「ゼータ予想」や
「彩色分割予想」は彩色理論での重要な予想
のひとつである。 当然ながら、これらの予
想は各非負整数 n に対して立てられており 
n = 0,1 の場合及び素数 p≧5 の時の n=2 の
場合は示されている。 
 
２．研究の目的 
本研究ではこれらの予想を、米英の研究者の
Morava の K(n)-理論に基づく代数幾何学的
考察とは異なり、Johnson-Wilson のスペク
トラム E(n)に基づくアプローチから考察し、
小さな n に対する場合、特に、素数 3 で n=2
の場合と n=3 の場合を考察し、一般の場合の
解決への足がかりを探ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
この研究では主にホモトピー群π *(LE(n)S) 
の入射的部分加群 Q/Z(p) が各素数でどのよ
うに現れてくるかについて考察する。
Ravenel のスペクトラム T(m) の LE(n) によ
る局所化のホモトピー群に現れる各素数で
の差異はホモトピー群 π*(LE(n)S) に現れる
ものほど多くはない。したがって、群   
π*(LE(n)S) に現れる差異は T(m) と S をつ
なぐ無限降下スペクトル系列の途中に現れ
てくる。この差異について、 n = 2, p ≧ 3 
の場合, n = 2, p = 2 の場合、n ≧ 3 の場
合と段階的に考察していく予定であった。こ
れらの場合の主な研究方法は Adams-Novikov 
スペクトル系列の E2-項を用いて、Ext 群の
計算問題に帰着させるものである。 
 

４．研究成果 
結論としては彩色分割予想に直接関連する
結果は論文にまとめるまでには至らなかっ
たが、間接的に関連する結果は以下のように
論文にまとめ発表された。これらの結果をも
とにさらなる研究を続けることにより直接、
彩色分割予想に近づけると期待できる。成果
として得られた論文と彩色分割予想との関
連を述べておく。 
研究の方法で述べた T(m)のホモトピー群に
関する結果として北濱氏との Ext0(M1

n-1) on 
Γ(m+1)に関する論文⑦にまとめた。さらに
ホモトピー群π*(LE(n)S)を考察するためにこ
の群に収束するAdams-Novikovのスペクトル
系列の E2-項に収束する彩色スペクトル系列
を考える。彩色スペクトル系列の E1-項は
Bockstein のスペクトル系列により計算され
る。その E1-項を決定するために⑥の論文で
H*S(n,n-1)を渡嘉敷氏と決定した。Bockstein

スペクトル系列の E1-項に関してはもう一つ
加藤氏とともに得られた④の論文がある。こ
れらの結果は直接には彩色分割予想には関
連していないが、それ自体でホモトピー論的
には興味深い結果となっている。 

さらに、吉ざわ氏との②と、加藤氏との⑤の
論文では球面の安定ホモトピー群π*(S)の生
成元についての新たな見識をもたらしてい
る。③の論文では Adams-Novikov スペクトル
系列の2番目のライン上に一般的なホモトピ
ー元があることを示している。この延長線上
に彩色分割予想の2番目の元に関する情報が
存在していると思われる。これに関しては学
会発表の⑬にあるように岡崎氏との研究結
果があるが、計算の非常な煩雑さからいまだ
論文にまとめられずにいる。 
①の論文では、加藤氏、立原氏と共著で彩色
分割予想がたてられた安定ホモトピー圏を
Bousfield 類に類別して得られる Bousfield
束を束論の見地から考察したものである。 
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